
柏市豊四季台地域高齢社会総合研究会（三者研） これまでの取組 
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【体制・ルールの構築】 

【モデル開発】 

【調査研究】 

【普及と定着，質や機能の向上】 

【生きがい就労の全市展開】 

【フレイル予防の効果的な推進】 

第1フェーズ 2010～2015 

在宅 
医療 

介護
予防 

社会
参加 
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情報共有システムの構築 
  ICTを活用し，患者の情報を医療・介護職で共有し，多職種連携を推進 

生活
支援 

2千人の追跡健康調査（柏スタディ） 
       ⇒フレイル予防プログラム開発 

生きがい就労創成 

拠点型サ高住の誘致 

更なる在宅医療推進体制の構築 
（主治医・副主治医制の機能強化，訪問看護STの基盤強化，病院と在宅との連携強化） 

地域支えあい会議 

フレイルチェック事業 

柏フレイル予防プロジェクト2025推進委員会 

在宅医療・介護サービス拠点の検討・整備 
【豊四季台地域（ココファン柏豊四季台）】 

【各日常生活圏域（20地域）】 

シルバー人材センターにジョブコーディネーター配置 

セカンドライフプラットフォーム事業 
（厚生労働省緊急雇用創出事業） 

生涯現役促進地域連携事業 
（厚生労働省事業委託） 

【その他の市域全体】 

市民への啓発 
  民生委員等地域住民への啓発，在宅医療情報誌「わがや」の発行 

在宅医療を行う医師等の増加及び多職種連携の推進 
  顔の見える関係会議，在宅医療研修の開催等 

在宅医療に対する負担を軽減するバックアップシステムの構築 
  主治医・副主治医制度の構築，病院のバックアップ機能を確保（10病院会議にて） 
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多職種連携の質，機能の向上 
（本人、家族の意思決定を支えるプログラム開発,支援者向け意思決定支援ガイドライン作成) 

在宅医療の見える化・認知度向上（戦略的な市民啓発） 

在宅医療・介護連携推進事業のデータ分析と評価 

第２フェーズ 2015～ 

豊四季台地域ささえ愛実行委員会 


